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平成 30 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【グローバル化の進展と暮しの変容】 
日 程:  平成３０年１２月１５日（土）１３:００～１６：００ 

受講者数: ９名 

会 場：  神戸商科キャンパス大学会館別館２階 

講 師:  教授 萩原 弘子・石黒 靖子・菅 万理 准教授 星山 京子 

グローバル化が、私たちの生活に与える様々な影響が注目をあつめている。本公開講座では、グロ 

ーバル化の進展が私たちの生活に与える影響をものづくり、東アジア圏の生産網の変化，医療技術評 

価の国際標準、ナショナルアイデンティティ、などいくつかの観点から考察した。 

講座は 4名の講師により講義形式で行われ、前半・後半のそれぞれに質疑応答の時間を設けた。 

前半、星山准教授は、江戸時代のグローバル化について、国友藤兵衛の活動や発明を中心に紹介した。

江戸時代後期には、幕府を中心としながらも、民間レベルでもオランダを中心とした外国人との交流が

あったことが古い図絵の資料とともに紹介された。 

菅教授は、グローバル化が日本の医療制度に及ぼす影響を 2つの視点から考察した。第 1に、訪日外国

人・在留外国人の増加に伴い医療現場で医療費や言語コミュニケーションに関する問題が起きているこ

とを紹介し、第 2に、英国で確立され、その後欧州、アジア、南米に波及した医療技術評価の波がいよ

いよ日本にも及び 2016 年から試行的な制度が導入されたことを示した。 

質疑応答では、「江戸時代に鎖国がなければ日本はどうなっていたか?」「医療技術評価が日本に導入さ

れたら患者にどのような影響があるのか」などの問いに議論が弾んだ。 

 

後半、石黒教授が「日本の貿易の変容と東アジアの貿易」のテーマで講 

義した。貿易における収支の概念について説明された後、日本の貿易の               

の現状が紹介された。日本と東アジア諸国間で強固な分業体制が形                

成されていることが結論づけられた。 

萩原教授の講座では、グローバルな分業についてスマートフォンの例を挙げて説明された後、1980 年

代後半から半導体分野でみられるようになった新たな分業を、ファブレス、ファウンドリ双方のメリッ

トから紹介した。さらに、新しい分業が生じる条件としてモジュール化を挙げ、その上で、日本企業が

生き残っていくため何が必要か、提案された。質疑応答の時間には、実際に工場を経営している受講者

の方との活発な意見交流がなされた。 


